
リポート
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固体材料の強度設計法に基づいて、ハードウェアの予期せぬ破壊を防止し、安全・安心な社会を
作ることに貢献します。
　①固体の力学（応力・ひずみ）のコンピュータシミュレーション　　②材料・構造物の疲労強度試験
　③鉛フリーはんだ材料の強度評価　　④アルミニウム合金材料の強度評価
観察が困難な原子や分子の挙動をコンピュータシミュレーションし、固体材料の強度を考察し、
材料開発に貢献します。

コンピュータを用いて、最先端の大規模並列応力シミュレーションや原子系シミュレーションができます。
　　【受賞】Best Paper Award (Mechanics), InterPACK2011Conference, July 2011
材料試験機を用いて、材料や構造体の疲労試験ができます。
地域産業における強度信頼性設計を支援します。（アルミニウム産業）
医療装具のテイラーメイド設計を支援します。（医療機器産業）
電子機器の強度信頼性設計法の開発を支援します。（電子・電気機器産業）

材料力学、固体力学、バイオメカニクス、応力シミュレーション

大腿骨骨折治療を想定した生体材料（骨）と医療装具（Tiプレート・ボルト）の
応力評価に先進大規模シミュレータを活用（新潟工科大学との連携研究）
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